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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体（１２）と、
　前記筐体（１２）の内部から引き出し可能となっている本体部（１４）であって、前記
筐体（１２）内で紙幣の搬送を行う搬送部（３０ａ、３０ｂ）と、前記搬送部（３０ａ、
３０ｂ）に設けられ、当該搬送部（３０ａ、３０ｂ）により搬送される紙幣の識別を行う
識別部（３２）と、前記搬送部（３０ａ、３０ｂ）に接続され、当該搬送部（３０ａ、３
０ｂ）から送られた紙幣を収納するとともに収納された紙幣を前記搬送部（３０ａ、３０
ｂ）に繰り出し可能な収納部（３４、３６、３８）と、前記搬送部（３０ａ、３０ｂ）に
設けられ、当該搬送部（３０ａ、３０ｂ）から送られた紙幣の処理を行う処理部（２２、
２４、２６）とが設けられた本体部（１４）と、
　前記本体部（１４）とは別に単体で設けられ、前記処理部（２２、２４、２６）と交換
可能となっている精査処理用第１集積部（２７）であって、前記処理部（２２、２４、２
６）と交換されたときに、前記搬送部（３０ａ、３０ｂ）から送られた紙幣を集積すると
ともに集積された紙幣を前記搬送部（３０ａ、３０ｂ）に繰出可能な精査処理用第１集積
部（２７）と、
　前記収納部（３４、３６、３８）に収納されている紙幣を前記搬送部（３０ａ、３０ｂ
）により前記処理部（２２、２４、２６）と交換された前記精査処理用第１集積部（２７
）に送った後に前記精査処理用第１集積部（２７）に集積された紙幣を前記搬送部（３０
ａ、３０ｂ）に繰り出して当該搬送部（３０ａ、３０ｂ）により元の前記収納部（３４、
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３６、３８）に戻し、この間に前記搬送部（３０ａ、３０ｂ）により搬送される紙幣を前
記識別部（３２）により識別する精査処理を行う制御部（６０）と、
　を備えた、紙幣処理装置（１０ｂ）。
【請求項２】
　前記処理部（２２、２４、２６）は、前記筐体（１２）の内部から外部に紙幣を投出す
るための出金部（２２）、紙幣の入金処理を行う際に前記識別部（３２）により正常な紙
幣ではないと識別された入金リジェクト紙幣が集積される入金リジェクト部、紙幣の出金
処理を行う際に前記識別部（３２）により正常な紙幣ではないと識別された出金リジェク
ト紙幣が集積される出金リジェクト部（２４）、紙幣の入金処理を行う際に前記筐体（１
２）の内部に投入された紙幣を前記収納部（３４、３６、３８）に送る前に一時的に保留
する入金一時保留部、紙幣の出金処理を行う際に前記収納部（３４、３６、３８）から前
記搬送部（３０ａ、３０ｂ）に繰り出された紙幣を前記出金部（２２）に送る前に一時的
に保留する出金一時保留部、および紙幣の回収処理を行う際に前記収納部（３４、３６、
３８）から送られた紙幣が集積される回収部（２６）からなる群のうち少なくとも一つの
ものからなる、請求項１記載の紙幣処理装置（１０ｂ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣の処理を行う紙幣処理装置に関し、とりわけ、紙幣の精査処理を行うこ
とができる紙幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、売上金としての紙幣が入金されるとともに釣銭としての紙幣を出金する紙幣
釣銭機として様々なタイプのものが知られている。より詳細には、紙幣釣銭機として、紙
幣を入金するための入金口と、紙幣を出金するための出金口と、紙幣を金種別に収納する
複数の金種別収納庫と、入金口、出金口および各金種別収納庫の間で紙幣を搬送する搬送
部と、搬送部により搬送される紙幣を識別する識別部とを備えたものが従来から用いられ
ていた。また、このような紙幣釣銭機では、筐体内に収納されている紙幣の在高を確認す
るために精査処理が行われるようになっている。精査処理とは、各金種別収納庫に収納さ
れている紙幣を筐体内の別の場所に移動させ、その後、紙幣が移された場所から元の金種
別収納庫に紙幣を戻し、各金種別収納庫から別の場所に紙幣を移動させる際または別の場
所から各金種別収納庫に紙幣を戻す際に識別部により紙幣の計数を行うことで機内の紙幣
の在高を確認する処理のことをいう。例えば、特許文献１には、精査用の収納庫として使
用される混合収納庫（通常は、一万円紙幣および二千円紙幣が収納される）を空にし、次
に千円収納庫に収納された千円紙幣を精査用の収納庫に移動させ、この際に識別部により
千円紙幣の枚数を計数し、その後、再び精査用の収納庫を空にして五千円収納庫から五千
円紙幣を精査用の収納庫に移動させ、この際に識別部により五千円紙幣の枚数を計数する
ような紙幣処理装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５０６２３０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示されるような従来の紙幣処理装置による精査処理の方
法では、最初に精査用の収納庫として使用される混合収納庫を空にする際にこの混合収納
庫に収納されている一万円紙幣および二千円紙幣を五千円収納庫に移動させる必要があり
、五千円収納庫に収納されている五千円紙幣の枚数が多いと混合収納庫に収納されている
一万円紙幣および二千円紙幣を五千円収納庫に移すことができず精査処理を行うことがで



(3) JP 6545320 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

きないという問題がある。また、このような従来の紙幣処理装置による精査処理の方法で
は、五千円紙幣と一万円紙幣や二千円紙幣とが同じ収納庫に収納されることとなるため、
収納庫で紙幣の詰まり等のトラブルが発生したときに五千円紙幣と一万円紙幣や二千円紙
幣との区分けが面倒であるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、紙幣の精査処理を行う際に収
納部とは別に設けられた集積部を用いることにより収納部に収納された紙幣を他の収納部
に移す必要がないため、収納部に収納されている紙幣が多い場合でも確実に精査処理を行
うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止することができる紙幣
処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の紙幣処理装置は、筐体と、前記筐体の内部から引き出し可能となっている本体
部であって、前記筐体内で紙幣の搬送を行う搬送部と、前記搬送部に設けられ、当該搬送
部により搬送される紙幣の識別を行う識別部と、前記搬送部に接続され、当該搬送部から
送られた紙幣を収納するとともに収納された紙幣を前記搬送部に繰り出し可能な収納部と
、前記搬送部に設けられ、当該搬送部から送られた紙幣の処理を行う処理部とが設けられ
た本体部と、前記本体部とは別に単体で設けられ、前記処理部と交換可能となっている精
査処理用第１集積部であって、前記処理部と交換されたときに、前記搬送部から送られた
紙幣を集積するとともに集積された紙幣を前記搬送部に繰出可能な精査処理用第１集積部
と、前記収納部に収納されている紙幣を前記搬送部により前記処理部と交換された前記精
査処理用第１集積部に送った後に前記精査処理用第１集積部に集積された紙幣を前記搬送
部に繰り出して当該搬送部により元の前記収納部に戻し、この間に前記搬送部により搬送
される紙幣を前記識別部により識別する精査処理を行う制御部と、を備えたことを特徴と
する。
【０００７】
　このような紙幣処理装置によれば、紙幣の精査処理を行う際に収納部とは別に設けられ
た精査処理用第１集積部を用いることにより収納部に収納された紙幣を他の収納部に移す
必要がないため、収納部に収納されている紙幣が多い場合でも確実に精査処理を行うこと
ができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止することができる。
【０００８】
　上記の紙幣処理装置においては、前記処理部は、前記筐体の内部から外部に紙幣を投出
するための出金部、紙幣の入金処理を行う際に前記識別部により正常な紙幣ではないと識
別された入金リジェクト紙幣が集積される入金リジェクト部、紙幣の出金処理を行う際に
前記識別部により正常な紙幣ではないと識別された出金リジェクト紙幣が集積される出金
リジェクト部、紙幣の入金処理を行う際に前記筐体の内部に投入された紙幣を前記収納部
に送る前に一時的に保留する入金一時保留部、紙幣の出金処理を行う際に前記収納部から
前記搬送部に繰り出された紙幣を前記出金部に送る前に一時的に保留する出金一時保留部
、および紙幣の回収処理を行う際に前記収納部から送られた紙幣が集積される回収部から
なる群のうち少なくとも一つのものからなっていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の紙幣処理装置によれば、紙幣の精査処理を行う際に収納部とは別に設けられた
集積部を用いることにより収納部に収納された紙幣を他の収納部に移す必要がないため、
収納部に収納されている紙幣が多い場合でも確実に精査処理を行うことができ、また複数
の金種の紙幣が混合してしまうことを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】本発明の実施の形態による貨幣処理システムの貨幣釣銭機、棒金収納装置　　
およびＰＯＳレジスタの構成を示す斜視図である。
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【図１Ｂ】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の構成を示す斜視図である。
【図２】図１Ｂに示す紙幣釣銭機の内部の構成の概略を示す概略構成図である。
【図３】図２に示す紙幣釣銭機の紙幣払出部に設けられた収納繰出機構の構成を示す　　
図である。
【図４】図２に示す紙幣釣銭機の紙幣払出部に設けられた収納繰出機構の構成を示す　　
図である。
【図５】図１Ａに示す貨幣処理システムにおける紙幣釣銭機、硬貨釣銭機およびＰＯ　　
Ｓレジスタの制御系の構成を示す機能ブロック図である。
【図６】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の内部の他の構成の概略を示す概略構　　
成図である。
【図７Ａ】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の内部の更に他の構成の概略を示す　　
概略構成図である。
【図７Ｂ】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の内部の更に他の構成の概略を示す　　
概略構成図である。
【図８】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の内部の更に他の構成の概略を示す概　　
略構成図である。
【図９】本発明の実施の形態による紙幣釣銭機の内部の更に他の構成の概略を示す概　　
略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１Ａ乃至図９は、本実
施の形態による紙幣釣銭機およびこの紙幣釣銭機を備えた貨幣処理システムを示す図であ
る。このうち、図１Ａは、本実施の形態による貨幣処理システムの貨幣釣銭機、棒金収納
装置およびＰＯＳレジスタの構成を示す斜視図であり、図１Ｂは、本実施の形態による紙
幣釣銭機の構成を示す斜視図である。また、図２は、図１Ｂに示す紙幣釣銭機の内部の構
成の概略を示す概略構成図である。また、図３および図４は、図２に示す紙幣釣銭機の紙
幣払出部に設けられた収納繰出機構の構成を示す図である。また、図５は、図１Ａに示す
貨幣処理システムにおける紙幣釣銭機、硬貨釣銭機およびＰＯＳレジスタの制御系の構成
を示す機能ブロック図である。また、図６乃至図９は、それぞれ、本実施の形態による紙
幣釣銭機の内部の他の様々な構成の概略を示す概略構成図である。
【００１４】
　まず、本実施の形態による紙幣釣銭機１０を備えた貨幣処理システムの構成について図
１Ａを用いて説明する。図１Ａに示すように、本実施の形態による貨幣処理システムは、
上下に並べて配置された硬貨釣銭機７０および棒金収納装置８０と、これらの硬貨釣銭機
７０や棒金収納装置８０の隣に並べて配置された紙幣釣銭機１０と、硬貨釣銭機７０や紙
幣釣銭機１０の上方に設けられたＰＯＳレジスタ７２とを備えている。硬貨釣銭機７０お
よび紙幣釣銭機１０は、それぞれ硬貨や紙幣の入出金処理を行うようになっている。これ
らの硬貨釣銭機７０および紙幣釣銭機１０により貨幣釣銭機が構成されている。また、棒
金収納装置８０は、各金種の棒金硬貨（同一金種の硬貨を一定枚数だけ棒状にまとめてフ
ィルムや包装紙等により包装したもの）を取り出し可能に収納するようになっている。ま
た、ＰＯＳレジスタ７２は、硬貨釣銭機７０、紙幣釣銭機１０および棒金収納装置８０の
管理を行う管理装置として用いられるようになっている。
【００１５】
　次に、紙幣釣銭機１０の構成の詳細について説明する。図１Ｂに示すように、本実施の
形態による紙幣釣銭機１０は、その前面に開口が設けられた略直方体形状のケーシング１
２と、ケーシング１２の内部から手前側に引き出し可能となっている本体部１４とを備え
ている。具体的には、本体部１４の下部には左右一対の引き出しレール１６が設けられて
おり、各引き出しレール１６に沿って本体部１４をケーシング１２の内部から手前側に引
き出すことができるようになっている。なお、図１Ｂでは本体部１４がケーシング１２の
内部から引き出されたときの状態が示されているが、紙幣釣銭機１０が実際に使用される
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際には本体部１４はケーシング１２の内部に収容された状態で紙幣の入出金処理等の様々
な処理が行われるようになっている。
【００１６】
　図２等に示すように、本体部１４には紙幣を１枚ずつ搬送する搬送部３０が設けられて
いる。搬送部３０は本体部１４の中央位置に配置された周回搬送部３０ａおよび複数の接
続搬送部３０ｂから構成されている。また、紙幣受入部２０、紙幣払出部２２、出金リジ
ェクト部２４、紙幣回収カセット２６および３つの紙幣収納部３４、３６、３８が、それ
ぞれ、周回搬送部３０ａを外側から取り囲むように配置されている。また、図２等に示す
ように、複数の接続搬送部３０ｂの各々により、紙幣受入部２０、紙幣払出部２２、出金
リジェクト部２４、紙幣回収カセット２６および各紙幣収納部３４、３６、３８と、周回
搬送部３０ａとの間をそれぞれ接続するようになっている。また、周回搬送部３０ａには
識別部３２が設けられており、この識別部３２は、周回搬送部３０ａにより搬送される紙
幣の金種、真偽、正損等の識別を行うようになっている。
【００１７】
　周回搬送部３０ａは、図２における時計回りの方向および反時計回りの方向の両方向に
紙幣を１枚ずつ搬送することができるようになっている。また、搬送部３０において、周
回搬送部３０ａと各接続搬送部３０ｂとの間で紙幣の搬送経路を切り換える経路切換部（
図示せず）が、周回搬送部３０ａに沿って配置されている。
【００１８】
　図１Ｂおよび図２に示すように、本体部１４の前面には、紙幣受入部２０の紙幣受入口
２０ａと、紙幣払出部２２の紙幣取出口２２ａとがそれぞれ設けられている。また、紙幣
回収カセット２６は本体部１４に対して着脱可能に設置されている。
【００１９】
　紙幣受入部２０には繰出機構２１が設けられており、紙幣受入口２０ａに１枚あるいは
複数枚の紙幣が投入されたことが検知されると繰出機構２１が駆動されることにより紙幣
が接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａ側へ１枚ずつ繰り出されるようになってい
る。
【００２０】
　紙幣払出部２２は、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出され
た紙幣を紙幣取出口２２ａにより本体部１４の外部へ放出するようになっている。ここで
、紙幣払出部２２には、周回搬送部３０ａから接続搬送部３０ｂを介して当該紙幣払出部
２２に送られた紙幣を積層状態で集積するとともにこの集積された紙幣を一括して紙幣取
出口２２ａに送ったり１枚ずつ接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出した
りするための収納繰出機構４０が設けられている。
【００２１】
　より詳細には、紙幣釣銭機１０において紙幣の出金処理を行う際に、紙幣釣銭機１０か
ら払い出されるべき紙幣が全て各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に送ら
れるまでは各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に送られた紙幣は当該紙幣
払出部２２に積層状態で集積されるようになっている。そして、紙幣釣銭機１０から払い
出されるべき紙幣が全て各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に送られた後
、紙幣払出部２２に集積された紙幣が収納繰出機構４０により一括して紙幣取出口２２ａ
に送られ、操作者はこの紙幣取出口２２ａから紙幣の束を抜き取ることができるようにな
る。また、紙幣取出口２２ａには、紙幣払出部２２から紙幣取出口２２ａに送られた紙幣
を検知する紙幣残留検知センサ（図示せず）が設けられている。このような紙幣残留検知
センサにより、紙幣払出部２２から紙幣取出口２２ａに送られた紙幣が操作者によって全
て抜き取られたときにこのことが検知されるようになる。更に、紙幣払出部２２には、当
該紙幣払出部２２内の紙幣の有無を検知するセンサ（図示せず）も設けられており、この
センサによって紙幣払出部２２内に紙幣が存在するか否かが検知されるようになっている
。
【００２２】



(6) JP 6545320 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

　また、紙幣取出口２２ａには、当該紙幣取出口２２ａを選択的に塞ぐシャッタ（図示せ
ず）が設けられていてもよい。このようなシャッタが紙幣取出口２２ａに設けられている
場合には、通常時は紙幣取出口２２ａがシャッタにより閉止されることにより、操作者は
紙幣取出口２２ａに手を入れることにより紙幣払出部２２に集積された紙幣を取り出すこ
とができなくなるためセキュリティ性を高めることができるようになる。そして、紙幣払
出部２２に集積された紙幣が収納繰出機構４０により一括して紙幣取出口２２ａに送られ
る際に、シャッタが紙幣取出口２２ａを開き、操作者は紙幣取出口２２ａから紙幣を抜き
取ることができるようになる。
【００２３】
　また、紙幣払出部２２に設けられた収納繰出機構４０は、当該紙幣払出部２２に集積さ
れた紙幣を１枚ずつ接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出すことができる
ようになっている。より詳細には、本実施の形態では、紙幣釣銭機１０において精査処理
が行われる際に、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出されて識
別部３２により識別された紙幣は紙幣払出部２２に送られてこの紙幣払出部２２に集積さ
れ、紙幣収納部３４、３６、３８の各々から紙幣払出部２２に紙幣が全て送られた後、紙
幣払出部２２に集積された紙幣は収納繰出機構４０により周回搬送部３０ａに繰り出され
て元の紙幣収納部３４、３６、３８に戻されるようになっている。このような収納繰出機
構４０の構成の詳細については後述する。
【００２４】
　出金リジェクト部２４は、出金処理時において各紙幣収納部３４、３６、３８から繰り
出された紙幣のうち、重送や斜行等の搬送異常により識別部３２で識別することができな
い紙幣を出金リジェクト紙幣として収納するようになっている。また、本実施の形態の紙
幣釣銭機１０では、入金処理時において紙幣受入部２０から紙幣釣銭機１０の筐体内に取
り込まれた紙幣のうち、汚損等により識別部３２で識別することができない紙幣は入金リ
ジェクト紙幣として紙幣払出部２２に返却されるようになっている。
【００２５】
　本体部１４の前面下部にはカセット収容部が設けられており、このカセット収容部に紙
幣回収カセット２６が着脱可能に収容されるようになっている。紙幣回収カセット２６は
本体部１４の前面から手前側に引き出すことにより当該本体部１４の外部に取り出すこと
ができるようになっており、紙幣回収カセット２６を着脱する際に、本体部１４をケーシ
ング１２から引き出す必要がないためセキュリティ性が高くなる。
【００２６】
　各紙幣収納部３４、３６、３８は、識別部３２の識別結果に基づいて紙幣を金種別に収
納するようになっている。具体的には、例えば紙幣収納部３４には千円札が収納され、紙
幣収納部３６には二千円札および五千円札が混合状態で収納され、紙幣収納部３８には一
万円札が収納されるようになっている。また、各紙幣収納部３４、３６、３８にはそれぞ
れ繰出機構３５、３７、３９が設けられており、これらの紙幣収納部３４、３６、３８に
収納されている紙幣は各繰出機構３５、３７、３９により接続搬送部３０ｂを介して周回
搬送部３０ａ側へ１枚ずつ繰り出されるようになっている。
【００２７】
　次に、紙幣払出部２２に設けられた収納繰出機構４０の構成の詳細について図３および
図４を用いて説明する。なお、図３は、紙幣払出部２２に紙幣が集積されたときの状態を
示す図であり、図４は、紙幣払出部２２に集積された紙幣を当該紙幣払出部２２から繰り
出すときの状態を示す図である。
【００２８】
　図３および図４に示すように、収納繰出機構４０は、紙幣払出部２２内で上下方向に移
動自在となっているステージ４８を有しており、搬送部３０の接続搬送部３０ｂから紙幣
払出部２２に送られた紙幣はステージ４８上に積層状態で集積されるようになっている。
また、収納繰出機構４０において、ステージ４８の下部にはパンタグラフ形状の昇降機構
４９が設けられており、当該昇降機構４９によりステージ４８が上下方向に移動させられ
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るようになっている。より詳細には、昇降機構４９によりステージ４８には常に上向きの
力が付勢されるようになっている。また、収納繰出機構４０は、ステージ４８上に集積さ
れた紙幣を上方から下向きに押さえる紙幣押さえ部材４６を有している。紙幣押さえ部材
４６は上下方向に移動自在となっており、紙幣払出部２２に紙幣を集積する際には図３に
示すように当該紙幣押さえ部材４６は後述する搬送ベルト４２よりも下方に位置し、一方
、紙幣払出部２２から紙幣を繰り出すときには図４に示すように紙幣押さえ部材４６は後
述する搬送ベルト４２よりも上方の位置に移動するようになっている。
【００２９】
　また、収納繰出機構４０において、ステージ４８の上方には、当該ステージ４８上に集
積された紙幣を繰り出すための搬送ベルト４２が設けられている。また、ステージ４８に
は、当該ステージ４８上に集積された紙幣を繰り出すための複数の駆動ローラ４７が設け
られている。ここで、紙幣払出部２２に集積された紙幣を収納繰出機構４０により一括し
て紙幣取出口２２ａに送る際には、図４に示すように紙幣押さえ部材４６が搬送ベルト４
２よりも上方の位置に移動してステージ４８上に集積された複数の紙幣のうち最上層にあ
る紙幣が搬送ベルト４２に接触した後、ステージ４８上の紙幣の束が当該ステージ４８と
搬送ベルト４２との間で挟圧された状態で搬送ベルト４２が図４における反時計回りの方
向に循環移動するとともに各駆動ローラ４７が図４における時計回りの方向に回転するこ
とにより、ステージ４８と搬送ベルト４２との間に位置する紙幣の束が一括して紙幣取出
口２２ａに送られるようになる。一方、紙幣払出部２２に集積された紙幣を収納繰出機構
４０により１枚ずつ接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出す際には、図４
に示すように紙幣押さえ部材４６が搬送ベルト４２よりも上方の位置に移動してステージ
４８上に集積された複数の紙幣のうち最上層にある紙幣が搬送ベルト４２に接触した後、
当該搬送ベルト４２が図４における時計回りの方向に循環移動することにより、ステージ
４８上に集積された紙幣のうち最上層にある紙幣が図４における左方向に１枚ずつ繰り出
されるようになる。また、図３および図４に示すように、搬送ベルト４２にはピンチロー
ラ４４および分離ローラ４５がそれぞれ当接しており、ステージ４８上に集積された紙幣
が図４における左方向に繰り出されるときに当該紙幣は搬送ベルト４２と分離ローラ４５
との間に形成されたゲート部により１枚ずつに分離され、また、搬送ベルト４２とピンチ
ローラ４４との間のニップ部から接続搬送部３０ｂに繰り出されるようになっている。
【００３０】
　なお、本実施の形態では、ステージ４８に複数の駆動ローラ４７を設置する代わりに、
搬送ベルト４２と同様の構成の搬送ベルト（図示せず）をステージ４８に設けてもよい。
この場合には、紙幣払出部２２に集積された紙幣を収納繰出機構４０により一括して紙幣
取出口２２ａに送る際には、図４に示すように紙幣押さえ部材４６が搬送ベルト４２より
も上方の位置に移動してステージ４８上に集積された複数の紙幣のうち最上層にある紙幣
が搬送ベルト４２に接触した後、ステージ４８上の紙幣の束が当該ステージ４８と搬送ベ
ルト４２との間で挟圧された状態で搬送ベルト４２が図４における反時計回りの方向に循
環移動するとともにステージ４８に設けられた搬送ベルトが搬送ベルト４２と同期して循
環移動することにより、ステージ４８と搬送ベルト４２との間に位置する紙幣の束が一括
して紙幣取出口２２ａに送られるようになる。
【００３１】
　次に、本実施の形態による紙幣釣銭機１０を備えた貨幣処理システムの制御系の構成に
ついて図５を用いて説明する。図５は、図１Ａに示す貨幣処理システムにおける紙幣釣銭
機１０、硬貨釣銭機７０およびＰＯＳレジスタ７２の制御系の構成を示す機能ブロック図
である。
【００３２】
　図５に示すように、紙幣釣銭機１０、硬貨釣銭機７０、ＰＯＳレジスタ７２にはそれぞ
れ紙幣釣銭機制御部６０、硬貨釣銭機制御部７０ａ、ＰＯＳ制御部７３がそれぞれ設けら
れている。ここで、紙幣釣銭機１０の紙幣釣銭機制御部６０および硬貨釣銭機７０の硬貨
釣銭機制御部７０ａは互いに通信可能となるよう接続されている。また、硬貨釣銭機７０
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の硬貨釣銭機制御部７０ａおよびＰＯＳレジスタ７２のＰＯＳ制御部７３は互いに通信可
能となるよう接続されている。
【００３３】
　ＰＯＳレジスタ７２においてＰＯＳ制御部７３にはカードリーダ７４、印字部７５、表
示部７６、操作部７７、記憶部７８およびインターフェース７９がそれぞれ接続されてい
る。カードリーダ７４は、操作者のＩＤカードを読み取ることにより操作者ＩＤや操作者
の権限等に関する情報を取得するようになっている。また、印字部７５は例えばプリンタ
から構成され、レシートに取引内容を印字したり、紙幣釣銭機１０や硬貨釣銭機７０の在
高等の様々な情報を印字したりするようになっている。また、表示部７６は、紙幣釣銭機
１０や硬貨釣銭機７０における紙幣や硬貨の処理状況や、紙幣釣銭機１０や硬貨釣銭機７
０の在高等の情報を表示するようになっている。また、操作部７７は、操作者が操作する
ことができるようになっており、ＰＯＳ制御部７３に対して様々な指令を与えることがで
きるようになっている。また、記憶部７８は、紙幣釣銭機１０や硬貨釣銭機７０における
紙幣や硬貨の処理状況や、紙幣釣銭機１０や硬貨釣銭機７０の在高等の情報を記憶するよ
うになっている。また、ＰＯＳ制御部７３はインターフェース７９により硬貨釣銭機７０
の硬貨釣銭機制御部７０ａに対して信号の送受信を行うようになっている。
【００３４】
　また、硬貨釣銭機７０の硬貨釣銭機制御部７０ａは、当該硬貨釣銭機７０の各構成部材
の制御を行うようになっている。なお、図５に示す機能ブロック図では、硬貨釣銭機制御
部７０ａにより制御される硬貨釣銭機７０の各構成部材の図示を省略している。また、硬
貨釣銭機制御部７０ａにはインターフェース７１が接続されており、当該硬貨釣銭機制御
部７０ａはインターフェース７１によりＰＯＳレジスタ７２のＰＯＳ制御部７３や紙幣釣
銭機１０の紙幣釣銭機制御部６０に対して信号の送受信を行うようになっている。
【００３５】
　また、紙幣釣銭機１０において、紙幣釣銭機制御部６０には、インターフェース６１、
紙幣受入部２０に設けられた繰出機構２１、搬送部３０、識別部３２、各紙幣収納部３４
、３６、３８に設けられた繰出機構３５、３７、３９、ならびに紙幣払出部２２に設けら
れた収納繰出機構４０がそれぞれ接続されている。ここで、識別部３２による紙幣の識別
結果に係る情報は紙幣釣銭機制御部６０に送られるようになっている。また、紙幣釣銭機
制御部６０は、繰出機構２１、搬送部３０、各繰出機構３５、３７、３９、収納繰出機構
４０にそれぞれ指令を送ることによりこれらの構成部材の制御を行うようになっている。
また、紙幣釣銭機制御部６０はインターフェース６１により硬貨釣銭機７０の硬貨釣銭機
制御部７０ａに対して信号の送受信を行うようになっている。
【００３６】
　次に、このような構成からなる紙幣釣銭機１０による入出金処理等の様々な処理内容に
ついて以下に説明する。なお、以下に示すような紙幣の処理方法は、紙幣釣銭機制御部６
０が紙幣釣銭機１０の各構成部材を制御することにより行われるようになっている。
【００３７】
　まず、紙幣釣銭機１０において入金処理が行われる際の動作について説明する。紙幣釣
銭機１０の紙幣受入口２０ａに紙幣が投入されると、紙幣受入部２０は、紙幣受入口２０
ａに投入された入金紙幣を一括で取り込んで、接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０
ａに紙幣を１枚ずつ繰り出す。そして、周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣は当該周回
搬送部３０ａにより搬送され、この際に識別部３２により紙幣の識別が行われる。
【００３８】
　識別部３２により識別が行われた紙幣のうち正常な紙幣であると判別された紙幣は、そ
の金種に対応する各紙幣収納部３４、３６、３８に送られ、これらの紙幣収納部３４、３
６、３８に収納される。具体的には、紙幣収納部３４には千円札が収納され、紙幣収納部
３６には二千円札および五千円札が混合状態で収納され、紙幣収納部３８には一万円札が
収納される。一方、識別部３２による識別結果により正常な紙幣ではないと判別された紙
幣は入金リジェクト紙幣として搬送部３０により紙幣払出部２２に搬送され、この紙幣払
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出部２２に集積される。そして、紙幣受入口２０ａに投入された入金紙幣が全て各紙幣収
納部３４、３６、３８または紙幣払出部２２に送られた後、紙幣払出部２２に集積された
入金リジェクト紙幣が収納繰出機構４０により紙幣取出口２２ａに送られる。このことに
より、操作者は、入金リジェクト紙幣を紙幣取出口２２ａから取り出して紙幣受入部２０
の紙幣受入口２０ａに再投入することができるようになる。
【００３９】
　次に、紙幣釣銭機１０において出金処理が行われる際の動作について以下に説明する。
出金される紙幣の合計金額あるいは金種別の枚数等を含む出金処理の開始指令が紙幣釣銭
機制御部６０に入力されると、各紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が、
各紙幣収納部３４、３６、３８に対応する各繰出機構３５、３７、３９により１枚ずつ接
続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに紙幣が受け
渡される。周回搬送部３０ａに送られた紙幣は当該周回搬送部３０ａで図２における時計
回りの方向に少なくとも１周回るよう搬送され、この際に識別部３２により紙幣の金種、
真偽、正損等の識別が行われる。識別部３２により識別が行われた紙幣のうち正常な紙幣
であると判別された紙幣は紙幣払出部２２に搬送され、この紙幣払出部２２に集積される
。一方、識別部３２による識別結果により正常な紙幣ではないと判別された紙幣（例えば
、重送や斜行等の搬送異常の紙幣）は出金リジェクト紙幣として搬送部３０により出金リ
ジェクト部２４に搬送され、この出金リジェクト部２４に集積される。出金リジェクト部
２４に集積された出金リジェクト紙幣は、管理者等の所定の権限を有する者が紙幣釣銭機
１０のケーシング１２から本体部１４を手前側に引き出すことにより取り出すことができ
るようになる。そして、出金されるべき紙幣が各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払
出部２２に送られた後、紙幣取出口２２ａに設けられたシャッタが開かれ、紙幣払出部２
２に集積された紙幣が収納繰出機構４０により一括して紙幣取出口２２ａに送られる。こ
のことにより、操作者は、出金紙幣を紙幣取出口２２ａから取り出すことができるように
なる。
【００４０】
　次に、紙幣釣銭機１０において精査処理が行われる際の動作について以下に説明する。
ここで、精査処理とは、紙幣釣銭機１０の本体部１４の内部（具体的には、各紙幣収納部
３４、３６、３８）に収納されている紙幣の在高を確認するために、各紙幣収納部３４、
３６、３８に収納されている全ての紙幣について識別部３２により識別および計数を行う
処理のことをいう。
【００４１】
　精査処理開始の指令が操作者によってＰＯＳレジスタ７２の操作部７７により入力され
て当該ＰＯＳレジスタ７２から紙幣釣銭機１０の紙幣釣銭機制御部６０に精査処理開始の
指令が送られると、複数の紙幣収納部３４、３６、３８のうちまず紙幣収納部３４に収納
されている紙幣が繰出機構３５により１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続
搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに紙幣が受け渡される。周回搬送部３０ａに送られた
紙幣は当該周回搬送部３０ａで図２における時計回りの方向に少なくとも１周回るよう搬
送され、この際に識別部３２により紙幣の金種等の識別および計数が行われる。識別部３
２により正常な紙幣であると識別された紙幣は紙幣払出部２２に送られ、紙幣払出部２２
に設けられた収納繰出機構４０のステージ４８上に集積される。一方、識別部３２による
識別結果により正常な紙幣ではないと判別された紙幣（例えば、重送や斜行等の搬送異常
の紙幣）は検査リジェクト紙幣として搬送部３０により出金リジェクト部２４に搬送され
、この出金リジェクト部２４に集積される。出金リジェクト部２４に集積された検査リジ
ェクト紙幣は、管理者等の所定の権限を有する者が紙幣釣銭機１０のケーシング１２から
本体部１４を手前側に引き出すことにより取り出すことができるようになる。
【００４２】
　そして、紙幣収納部３４に収納されている紙幣が全て紙幣払出部２２や出金リジェクト
部２４に送られると、紙幣払出部２２に集積された紙幣が収納繰出機構４０の搬送ベルト
４２により１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周回搬送
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部３０ａに紙幣が受け渡される。そして、周回搬送部３０ａに送られた紙幣は識別部３２
により識別および計数が行われることなく紙幣収納部３４に戻される。全ての紙幣が紙幣
収納部３４に戻されると、当該金種（千円）の紙幣の在高が確定する。紙幣収納部３４に
収納されている紙幣について上述の動作が完了すると、紙幣収納部３６、３８に収納され
ている紙幣についても上述の動作が紙幣収納部毎に行われる。このようにして、全ての紙
幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識別部３
２により紙幣の識別および計数が行われると、紙幣釣銭機１０における精査処理が完了す
る。紙幣釣銭機１０において紙幣の精査処理が完了すると、当該紙幣釣銭機１０における
紙幣の精査処理の結果に係る情報が紙幣釣銭機１０の紙幣釣銭機制御部６０からＰＯＳレ
ジスタ７２のＰＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機１０における紙
幣の精査処理の結果に係る情報がＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表示されたり印字部
７５によりレシート等に印字されたりするようになる。
【００４３】
　なお、本実施の形態では、精査処理開始の指令が操作者によってＰＯＳレジスタ７２の
操作部７７により入力されると、紙幣釣銭機１０において上記の紙幣の精査処理が行われ
るのと並行して、硬貨釣銭機７０において硬貨の精査処理が行われるようになっていても
よい。この場合には、紙幣釣銭機１０において紙幣の精査処理が完了するとともに硬貨釣
銭機７０において硬貨の精査処理が完了すると、紙幣釣銭機１０における紙幣の精査処理
の結果に係る情報のみならず硬貨釣銭機７０における硬貨の精査処理の結果に係る情報も
ＰＯＳレジスタ７２のＰＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機１０に
おける紙幣の精査処理の結果に係る情報に加えて、硬貨釣銭機７０における硬貨の精査処
理の結果に係る情報もＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表示されたり印字部７５により
レシート等に印字されたりするようになる。
【００４４】
　また、上記の説明では、各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に紙幣が送
られる際に識別部３２により識別および計数が行われるような態様について述べたが、こ
のような態様に限定されることはない。他の態様として、紙幣払出部２２から各紙幣収納
部３４、３６、３８に紙幣が戻される際に識別部３２により識別および計数が行われるよ
うになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に
紙幣が送られるときおよび紙幣払出部２２から各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻
されるときの両方において識別部３２により識別および計数が行われるようになっていて
もよい。
【００４５】
　また、本実施の形態による紙幣釣銭機１０では、紙幣払出部２２に集積された紙幣を収
納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出すことができ
るようになっているため、紙幣釣銭機１０において入金処理を行う際に紙幣払出部２２を
入金一時保留部として使用することができる。紙幣釣銭機１０において入金処理時に紙幣
払出部２２を入金一時保留部として使用したときの紙幣の流れについて以下に説明する。
【００４６】
　紙幣釣銭機１０において紙幣の入金処理が行われる際に、操作者が紙幣受入部２０の紙
幣受入口２０ａに紙幣の束を投入すると、投入された紙幣は繰出機構２１により１枚ずつ
搬送部３０の接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０
ａに紙幣が受け渡される。周回搬送部３０ａに送られた紙幣は当該周回搬送部３０ａで反
時計回りの方向に搬送され、このような紙幣の搬送時に識別部３２により当該紙幣の金種
、真偽、正損等の識別が行われる。識別部３２により識別が行われた紙幣のうち正常な紙
幣であると判別された紙幣は紙幣払出部２２に送られ、この紙幣払出部２２に設けられた
収納繰出機構４０のステージ４８上に集積される。紙幣払出部２２では、紙幣が金種混合
状態で集積されるようになる。一方、識別部３２による識別結果により正常な紙幣ではな
いと判別された紙幣は入金リジェクト紙幣として搬送部３０により出金リジェクト部２４
に搬送され、この出金リジェクト部２４に集積される。出金リジェクト部２４に集積され
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た入金リジェクト紙幣は、管理者等の所定の権限を有する者が紙幣釣銭機１０のケーシン
グ１２から本体部１４を手前側に引き出すことにより取り出すことができるようになる。
【００４７】
　そして、紙幣受入部２０に受け入れられた紙幣が全て紙幣払出部２２または出金リジェ
クト部２４に搬送された後、操作者がＰＯＳレジスタ７２の操作部７７により入金確定（
承認）の指令を入力すると、紙幣払出部２２に集積された紙幣が搬送ベルト４２により１
枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに紙
幣が受け渡される。そして、周回搬送部３０ａに送られた紙幣は当該周回搬送部３０ａで
搬送され、その後その金種に対応する各紙幣収納部３４、３６、３８に送られ、これらの
紙幣収納部３４、３６、３８に収納される。具体的には、紙幣収納部３４には千円札が収
納され、紙幣収納部３６には二千円札および五千円札が混合状態で収納され、紙幣収納部
３８には一万円札が収納される。一方、紙幣受入部２０に受け入れられた紙幣が全て紙幣
払出部２２または出金リジェクト部２４に搬送された後、操作者がＰＯＳレジスタ７２の
操作部７７により入金確定（承認）の指令の代わりに返却（非承認）の指令を入力すると
、紙幣取出口２２ａに設けられたシャッタが開かれ、紙幣払出部２２に集積された紙幣が
収納繰出機構４０により一括して紙幣取出口２２ａに送られる。このことにより、操作者
は、入金紙幣を紙幣取出口２２ａから取り出すことができるようになる。
【００４８】
　また、本実施の形態による紙幣釣銭機１０では、紙幣払出部２２に集積された紙幣を収
納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出すことができ
るようになっているため、紙幣釣銭機１０において出金処理を行う際に、出金されるべき
紙幣が各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に送られた後、操作者がＰＯＳ
レジスタ７２の操作部７７により出金中止の指令を入力すると、紙幣払出部２２に集積さ
れた紙幣を各紙幣収納部３４、３６、３８に戻すことができるようになる。また、更に他
の例では、紙幣釣銭機１０において出金処理を行う際に、出金されるべき紙幣が各紙幣収
納部３４、３６、３８から紙幣払出部２２に送られた後、操作者がＰＯＳレジスタ７２の
操作部７７により出金中止の指令を入力すると、紙幣払出部２２に集積された紙幣を出金
リジェクト部２４に送るようにしてもよい。
【００４９】
　以上のような構成からなる本実施の形態の紙幣釣銭機１０によれば、精査処理を行う際
に、各紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣を搬送部３０により紙幣払出部
２２に送った後にこの紙幣払出部２２に集積された紙幣を搬送部３０により各紙幣収納部
３４、３６、３８に戻し、この間に搬送部３０の周回搬送部３０ａにより搬送される紙幣
を識別部３２により識別するようになっている。この場合には、精査処理を行う際に紙幣
収納部３４、３６、３８とは別に設けられた紙幣払出部２２を用いることにより紙幣収納
部３４、３６、３８に収納された紙幣を他の紙幣収納部３４、３６、３８に移す必要がな
いため、紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が多い場合でも確実に精査処
理を行うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止することができ
る。
【００５０】
　なお、本実施の形態による紙幣釣銭機は、上述したような態様に限定されることはなく
、様々な変更を加えることができる。
【００５１】
　例えば、紙幣釣銭機において、周回搬送部３０ａにより搬送される紙幣の金種、真偽、
正損等の識別を行う識別部３２とは別に、紙幣の金種および枚数の検出のみを行うような
精査処理用の計数部を設けてもよい。このような紙幣釣銭機によれば、紙幣の精査処理を
行う際に各紙幣収納部３４、３６、３８から繰り出された紙幣を識別部３２に送る必要は
なく、代わりに精査処理用の計数部を通過させればよいので、紙幣の精査処理時における
紙幣の搬送ルートの自由度を高めることができる。
【００５２】
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　また、変形例に係る紙幣釣銭機として、紙幣払出部２２に収納繰出機構４０が設けられ
る代わりに出金リジェクト部２４に収納繰出機構４０が設けられたものが用いられてもよ
い。このような変形例に係る紙幣釣銭機の構成を図６に示す。図６に示す紙幣釣銭機１０
ａを説明するにあたり、図１Ｂに示す紙幣釣銭機１０と同一の構成部材については同一の
参照符号を付してその説明を省略する。
【００５３】
　図６に示す紙幣釣銭機１０ａでは、紙幣払出部２２には収納繰出機構４０が設けられて
おらず、紙幣払出部２２に集積された紙幣を接続搬送部３０ｂに繰り出すことができない
ようになっている。すなわち、図６に示す紙幣釣銭機１０ａでは、紙幣払出部２２は、各
紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣を紙幣取出口２２
ａにより本体部１４の外部へ放出する機能のみを有している。
【００５４】
　一方、図６に示す紙幣釣銭機１０ａでは、出金リジェクト部２４に収納繰出機構４０が
設けられている。このことにより、出金リジェクト部２４に集積された紙幣を１枚ずつ収
納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出すことができ
るようになっている。また、出金リジェクト部２４には、当該出金リジェクト部２４内の
紙幣の有無を検知するセンサ（図示せず）が設けられており、このセンサによって出金リ
ジェクト部２４内に紙幣が存在するか否かが検知されるようになっている。なお、紙幣払
出部２２に収納繰出機構４０を設けた場合と異なり、出金リジェクト部２４に集積された
紙幣は収納繰出機構４０によりこの出金リジェクト部２４から本体部１４の外部に放出さ
れることがないため、収納繰出機構４０において各駆動ローラ４７の設置を省略すること
ができる。
【００５５】
　次に、図６に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ａにおいて紙幣の精査処理が行わ
れる際の動作について以下に説明する。
【００５６】
　精査処理開始の指令が操作者によってＰＯＳレジスタ７２の操作部７７により入力され
て当該ＰＯＳレジスタ７２から紙幣釣銭機１０ａの紙幣釣銭機制御部６０に精査処理開始
の指令が送られると、出金リジェクト部２４内に出金リジェクト紙幣が存在するか否かが
チェックされ、出金リジェクト部２４内に出金リジェクト紙幣が存在する場合は、当該紙
幣は出金リジェクト部２４から繰り出されて識別部３２により識別された後に対応する紙
幣収納部３４、３６、３８に振り分けられるか、紙幣回収カセット２６に送られて回収さ
れる。出金リジェクト部２４が空の場合、あるいは空になった場合は、複数の紙幣収納部
３４、３６、３８のうちまず紙幣収納部３４に収納されている紙幣が繰出機構３５により
１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに
紙幣が受け渡される。周回搬送部３０ａに送られた紙幣は当該周回搬送部３０ａで図６に
おける時計回りの方向に少なくとも１周回るよう搬送され、この際に識別部３２により紙
幣の金種等の識別および計数が行われる。識別部３２により正常な紙幣であると識別され
た紙幣は出金リジェクト部２４に送られ、出金リジェクト部２４に設けられた収納繰出機
構４０のステージ４８上に集積される。一方、識別部３２による識別結果により正常な紙
幣ではないと判別された紙幣（例えば、重送や斜行等の搬送異常の紙幣）は検査リジェク
ト紙幣として搬送部３０により出金リジェクト部２４以外の箇所、具体的には例えば紙幣
払出部２２に搬送され、この紙幣払出部２２に集積される。紙幣払出部２２に集積された
検査リジェクト紙幣は、紙幣釣銭機１０ａにおける紙幣の精査処理が完了した後、紙幣払
出部２２から紙幣取出口２２ａに送られ、操作者は紙幣取出口２２ａから検査リジェクト
紙幣を抜き取ることができるようになる。
【００５７】
　そして、紙幣収納部３４に収納されている紙幣が全て紙幣払出部２２や出金リジェクト
部２４に送られると、出金リジェクト部２４に集積された紙幣が収納繰出機構４０の搬送
ベルト４２により１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周
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回搬送部３０ａに紙幣が受け渡される。そして、周回搬送部３０ａに送られた紙幣は識別
部３２により識別および計数が行われることなく紙幣収納部３４に戻される。全ての紙幣
が紙幣収納部３４に戻されると、当該金種（千円）の紙幣の在高が確定する。紙幣収納部
３４に収納されている紙幣について上述の動作が完了すると、紙幣収納部３６、３８に収
納されている紙幣についても上述の動作が紙幣収納部毎に行われる。このようにして、全
ての紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識
別部３２により紙幣の識別および計数が行われると、紙幣釣銭機１０ａにおける精査処理
が完了する。紙幣釣銭機１０ａにおいて紙幣の精査処理が完了すると、当該紙幣釣銭機１
０ａにおける紙幣の精査処理の結果に係る情報が紙幣釣銭機１０ａの紙幣釣銭機制御部６
０からＰＯＳレジスタ７２のＰＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機
１０ａにおける紙幣の精査処理の結果に係る情報がＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表
示されたり印字部７５によりレシート等に印字されたりするようになる。
【００５８】
　なお、上記の説明では、各紙幣収納部３４、３６、３８から出金リジェクト部２４に紙
幣が送られる際に識別部３２により識別および計数が行われるような態様について述べた
が、このような態様に限定されることはない。他の態様として、出金リジェクト部２４か
ら各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻される際に識別部３２により識別および計数
が行われるようになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部３４、３６、３８から出金
リジェクト部２４に紙幣が送られるときおよび出金リジェクト部２４から各紙幣収納部３
４、３６、３８に紙幣が戻されるときの両方において識別部３２により識別および計数が
行われるようになっていてもよい。
【００５９】
　また、図６に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ａでは、出金リジェクト部２４に
集積された紙幣を収納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに
繰り出すことができるようになっているため、出金リジェクト部２４を、紙幣釣銭機１０
ａにおいて紙幣の入金処理を行う際に紙幣受入部２０から周回搬送部３０ａに繰り出され
た紙幣を各紙幣収納部３４、３６、３８に送る前に一時的に保留する入金一時保留部や、
紙幣釣銭機１０ａにおいて紙幣の出金処理を行う際に各紙幣収納部３４、３６、３８から
周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣を紙幣払出部２２に送る前に一時的に保留する出金
一時保留部として使用することができる。
【００６０】
　また、図６に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ａでは、出金処理を行う際に、出
金リジェクト紙幣が各紙幣収納部３４、３６、３８から出金リジェクト部２４に送られた
後、操作者によって紙幣取出口２２ａから出金紙幣が取り出されると、出金リジェクト部
２４に集積された出金リジェクト紙幣を当該出金リジェクト部２４から周回搬送部３０ａ
に繰り出して識別部３２により識別し、正常な紙幣は各紙幣収納部３４、３６、３８に戻
すことができるようになる。この場合には、出金リジェクト紙幣を出金用の紙幣として再
利用することができるようになる。
【００６１】
　あるいは、紙幣釣銭機１０ａにおいて出金処理を行う際に、出金リジェクト紙幣が各紙
幣収納部３４、３６、３８から出金リジェクト部２４に送られた後、操作者によって紙幣
取出口２２ａから出金紙幣が取り出されると、出金リジェクト部２４に集積された出金リ
ジェクト紙幣を紙幣払出部２２に送るようにしてもよい。この場合には、紙幣払出部２２
から紙幣取出口２２ａに出金リジェクト紙幣を送ることにより操作者は紙幣取出口２２ａ
から出金リジェクト紙幣を取り出すことができるようになる。また、紙幣釣銭機１０ａに
おいて出金処理を行う際に、出金リジェクト紙幣が各紙幣収納部３４、３６、３８から出
金リジェクト部２４に送られた後、操作者によって紙幣取出口２２ａから出金紙幣が取り
出されると、出金リジェクト部２４に集積された出金リジェクト紙幣を紙幣回収カセット
２６に送るようにしてもよい。この場合には、操作者は紙幣回収カセット２６を紙幣釣銭
機１０ａの本体部１４から引き出すことにより出金リジェクト紙幣を回収することができ
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るようになる。
【００６２】
　以上のように、図６に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ａによれば、精査処理を
行う際に、各紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣を搬送部３０により出金
リジェクト部２４に送った後にこの出金リジェクト部２４に集積された紙幣を搬送部３０
により各紙幣収納部３４、３６、３８に戻し、この間に搬送部３０の周回搬送部３０ａに
より搬送される紙幣を識別部３２により識別するようになっている。この場合には、精査
処理を行う際に紙幣収納部３４、３６、３８とは別に設けられた出金リジェクト部２４を
用いることにより紙幣収納部３４、３６、３８に収納された紙幣を他の紙幣収納部３４、
３６、３８に移す必要がないため、紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が
多い場合でも確実に精査処理を行うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまう
ことを防止することができる。
【００６３】
　また、別の変形例に係る紙幣釣銭機として、紙幣払出部２２や出金リジェクト部２４に
収納繰出機構４０が設けられる代わりに、精査処理用の集積部（精査処理用第１集積部）
が紙幣処理機の本体部１４とは別に単体で設けられ、このような精査処理用の集積部が、
紙幣釣銭機における紙幣払出部２２、出金リジェクト部２４および紙幣回収カセット２６
のうち少なくとも何れか一つのものと交換可能になっていてもよい。このような変形例に
係る紙幣釣銭機の構成を図７Ａに示す。図７Ａに示す紙幣釣銭機１０ｂを説明するにあた
り、図１Ｂに示す紙幣釣銭機１０と同一の構成部材については同一の参照符号を付してそ
の説明を省略する。なお、図７Ａでは、紙幣払出部２２と精査処理用の集積部２７とが交
換可能となっているような態様が図示されている。
【００６４】
　図７Ａに示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｂでは、紙幣払出部２２には収納繰出
機構４０が設けられておらず、紙幣払出部２２に集積された紙幣を接続搬送部３０ｂに繰
り出すことができないようになっている。すなわち、このような変形例に係る紙幣釣銭機
１０ｂでは、紙幣払出部２２は、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに
繰り出された紙幣を紙幣取出口２２ａにより本体部１４の外部へ放出する機能のみを有し
ている。また、紙幣払出部２２、出金リジェクト部２４および紙幣回収カセット２６のう
ち少なくとも何れか一つのものは、紙幣釣銭機１０ｂの本体部１４から前方に取り外し可
能となっている。一方、紙幣払出部２２、出金リジェクト部２４および紙幣回収カセット
２６のうち少なくとも何れか一つのものと交換可能になっている精査処理用の集積部２７
には、当該集積部２７に集積された紙幣を１枚ずつ繰り出す収納繰出機構４０が設けられ
ている。なお、精査処理用の集積部２７に設けられる収納繰出機構４０において、駆動ロ
ーラ４７の設置が省略されてもよい。また、精査処理用の集積部２７には、当該集積部２
７内の紙幣の有無を検知するセンサ（図示せず）が設けられており、このセンサによって
精査処理用の集積部２７内に紙幣が存在するか否かが検知されるようになっている。
【００６５】
　このような紙幣釣銭機１０ｂで紙幣の精査処理を行うにあたり、まず、精査処理用の集
積部２７と、紙幣釣銭機１０ｂにおける紙幣払出部２２、出金リジェクト部２４および紙
幣回収カセット２６のうち何れか一つのものとの交換が行われる。そして、各紙幣収納部
３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣は識別部３２により識別され
た後、紙幣払出部２２や出金リジェクト部２４、紙幣回収カセット２６と交換された精査
処理用の集積部２７に送られるようになる。各紙幣収納部３４、３６、３８から精査処理
用の集積部２７に紙幣が全て送られると、当該集積部２７に集積された紙幣が収納繰出機
構４０の搬送ベルト４２により１枚ずつ紙幣払出部２２に繰り出され、この紙幣払出部２
２を通過した紙幣が接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに送られる。そして、周回搬
送部３０ａに送られた紙幣は識別部３２により識別および計数が行われることなく各紙幣
収納部３４、３６、３８に戻される。このようにして、全ての紙幣収納部３４、３６、３
８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識別部３２により紙幣の識別およ
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び計数が行われると、紙幣釣銭機１０ｂにおける精査処理が完了する。紙幣釣銭機１０ｂ
において紙幣の精査処理が完了すると、当該紙幣釣銭機１０ｂにおける紙幣の精査処理の
結果に係る情報が紙幣釣銭機１０ｂの紙幣釣銭機制御部６０からＰＯＳレジスタ７２のＰ
ＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機１０ｂにおける紙幣の精査処理
の結果に係る情報がＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表示されたり印字部７５によりレ
シート等に印字されたりするようになる。また、紙幣釣銭機１０ｂにおいて紙幣の精査処
理が完了すると、精査処理用の集積部２７が紙幣釣銭機１０ｂの本体部１４から取り出さ
れ、紙幣釣銭機１０ｂの本体部１４から最初に取り出された紙幣払出部２２、出金リジェ
クト部２４または紙幣回収カセット２６が本体部１４に戻されるようになる。
【００６６】
　なお、上記の説明では、各紙幣収納部３４、３６、３８から精査処理用の集積部２７に
紙幣が送られる際に識別部３２により識別および計数が行われるような態様について述べ
たが、このような態様に限定されることはない。他の態様として、精査処理用の集積部２
７から各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻される際に識別部３２により識別および
計数が行われるようになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部３４、３６、３８から
精査処理用の集積部２７に紙幣が送られるときおよび精査処理用の集積部２７から各紙幣
収納部３４、３６、３８に紙幣が戻されるときの両方において識別部３２により識別およ
び計数が行われるようになっていてもよい。
【００６７】
　以上のように、図７Ａに示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｂによれば、精査処理
を行う際に、精査処理用の集積部２７と、紙幣釣銭機１０ｂにおける紙幣払出部２２、出
金リジェクト部２４および紙幣回収カセット２６のうち何れか一つのものとを交換した後
、各紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣を搬送部３０により精査処理用の
集積部２７に送った後にこの集積部２７に集積された紙幣を搬送部３０により各紙幣収納
部３４、３６、３８に戻し、この間に搬送部３０の周回搬送部３０ａにより搬送される紙
幣を識別部３２により識別するようになっている。この場合には、精査処理を行う際に紙
幣収納部３４、３６、３８とは別に設けられた精査処理用の集積部２７を用いることによ
り紙幣収納部３４、３６、３８に収納された紙幣を他の紙幣収納部３４、３６、３８に移
す必要がないため、紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が多い場合でも確
実に精査処理を行うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止する
ことができる。また、複数の紙幣釣銭機１０ｂに対して１つの精査処理用の集積部２７を
用いることにより、準備すべき精査処理用の集積部２７の数を紙幣釣銭機１０ｂの数より
も少なくすることができるようになる。
【００６８】
　また、更に別の変形例に係る紙幣釣銭機として、紙幣払出部２２や出金リジェクト部２
４に収納繰出機構４０が設けられる代わりに精査処理専用の集積部２８が本体部１４に設
けられたものが用いられてもよい。このような変形例に係る紙幣釣銭機の構成を図７Ｂに
示す。図７Ｂに示す紙幣釣銭機１０ｃを説明するにあたり、図１Ｂに示す紙幣釣銭機１０
と同一の構成部材については同一の参照符号を付してその説明を省略する。
【００６９】
　図７Ｂに示す紙幣釣銭機１０ｃでは、紙幣払出部２２には収納繰出機構４０が設けられ
ておらず、紙幣払出部２２に集積された紙幣を接続搬送部３０ｂに繰り出すことができな
いようになっている。すなわち、図７Ｂに示す紙幣釣銭機１０ｃでは、紙幣払出部２２は
、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣を紙幣取出口
２２ａにより本体部１４の外部へ放出する機能のみを有している。
【００７０】
　一方、図７Ｂに示す紙幣釣銭機１０ｃでは、精査処理専用の集積部２８が接続搬送部３
０ｂを介して周回搬送部３０ａに接続されており、この精査処理専用の集積部２８に収納
繰出機構４０が設けられている。このことにより、精査処理専用の集積部２８に集積され
た紙幣を１枚ずつ収納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに
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繰り出すことができるようになっている。なお、紙幣払出部２２に収納繰出機構４０を設
けた場合と異なり、精査処理専用の集積部２８に集積された紙幣は収納繰出機構４０によ
りこの集積部２８から本体部１４の外部に放出されることがないため、収納繰出機構４０
において各駆動ローラ４７の設置を省略することができる。
【００７１】
　次に、図７Ｂに示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｃにおいて紙幣の精査処理が行
われる際の動作について以下に説明する。
【００７２】
　精査処理開始の指令が操作者によってＰＯＳレジスタ７２の操作部７７により入力され
て当該ＰＯＳレジスタ７２から紙幣釣銭機１０ｃの紙幣釣銭機制御部６０に精査処理開始
の指令が送られると、複数の紙幣収納部３４、３６、３８のうちまず紙幣収納部３４に収
納されている紙幣が繰出機構３５により１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接
続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに紙幣が受け渡される。周回搬送部３０ａに送られ
た紙幣は当該周回搬送部３０ａで図７Ｂにおける時計回りの方向に少なくとも１周回るよ
う搬送され、この際に識別部３２により紙幣の金種等の識別および計数が行われる。識別
部３２により正常な紙幣であると識別された紙幣は精査処理専用の集積部２８に送られ、
集積部２８に設けられた収納繰出機構４０のステージ４８上に集積される。一方、識別部
３２による識別結果により正常な紙幣ではないと判別された紙幣（例えば、重送や斜行等
の搬送異常の紙幣）は検査リジェクト紙幣として搬送部３０により出金リジェクト部２４
に搬送され、この出金リジェクト部２４に集積される。出金リジェクト部２４に集積され
た検査リジェクト紙幣は、管理者等の所定の権限を有する者が紙幣釣銭機１０ｃのケーシ
ング１２から本体部１４を手前側に引き出すことにより取り出すことができるようになる
。
【００７３】
　そして、紙幣収納部３４に収納されている紙幣が全て精査処理専用の集積部２８や出金
リジェクト部２４に送られると、集積部２８に集積された紙幣が収納繰出機構４０の搬送
ベルト４２により１枚ずつ接続搬送部３０ｂに繰り出され、この接続搬送部３０ｂから周
回搬送部３０ａに紙幣が受け渡される。そして、周回搬送部３０ａに送られた紙幣は識別
部３２により識別および計数が行われることなく紙幣収納部３４に戻される。全ての紙幣
が紙幣収納部３４に戻されると、当該金種（千円）の紙幣の在高が確定する。紙幣収納部
３４に収納されている紙幣について上述の動作が完了すると、紙幣収納部３６、３８に収
納されている紙幣についても上述の動作が紙幣収納部毎に行われる。このようにして、全
ての紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識
別部３２により紙幣の識別および計数が行われると、紙幣釣銭機１０ｃにおける精査処理
が完了する。紙幣釣銭機１０ｃにおいて紙幣の精査処理が完了すると、当該紙幣釣銭機１
０ｃにおける紙幣の精査処理の結果に係る情報が紙幣釣銭機１０ｃの紙幣釣銭機制御部６
０からＰＯＳレジスタ７２のＰＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機
１０ｃにおける紙幣の精査処理の結果に係る情報がＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表
示されたり印字部７５によりレシート等に印字されたりするようになる。
【００７４】
　なお、上記の説明では、各紙幣収納部３４、３６、３８から精査処理専用の集積部２８
に紙幣が送られる際に識別部３２により識別および計数が行われるような態様について述
べたが、このような態様に限定されることはない。他の態様として、精査処理専用の集積
部２８から各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻される際に識別部３２により識別お
よび計数が行われるようになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部３４、３６、３８
から精査処理専用の集積部２８に紙幣が送られるときおよび精査処理専用の集積部２８か
ら各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻されるときの両方において識別部３２により
識別および計数が行われるようになっていてもよい。
【００７５】
　また、図７Ｂに示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｃでは、集積部２８に集積され
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た紙幣を収納繰出機構４０により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに繰り出す
ことができるようになっている。このため、集積部２８を、精査処理専用のものとしてで
はなく、紙幣釣銭機１０ｃにおいて紙幣の入金処理を行う際に紙幣受入部２０から周回搬
送部３０ａに繰り出された紙幣を各紙幣収納部３４、３６、３８に送る前に一時的に保留
する入金一時保留部や、紙幣釣銭機１０ｃにおいて紙幣の出金処理を行う際に各紙幣収納
部３４、３６、３８から周回搬送部３０ａに繰り出された紙幣を紙幣払出部２２に送る前
に一時的に保留する出金一時保留部として使用することができる。
【００７６】
　以上のように、図７Ｂに示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｃによれば、精査処理
を行う際に、各紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣を搬送部３０により精
査処理専用の集積部２８に送った後にこの集積部２８に集積された紙幣を搬送部３０によ
り各紙幣収納部３４、３６、３８に戻し、この間に搬送部３０の周回搬送部３０ａにより
搬送される紙幣を識別部３２により識別するようになっている。この場合には、精査処理
を行う際に紙幣収納部３４、３６、３８とは別に設けられた精査処理専用の集積部２８を
用いることにより紙幣収納部３４、３６、３８に収納された紙幣を他の紙幣収納部３４、
３６、３８に移す必要がないため、紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が
多い場合でも確実に精査処理を行うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまう
ことを防止することができる。
【００７７】
　また、更に別の変形例に係る紙幣釣銭機として、紙幣釣銭機の本体部に精査処理用の集
積部（精査処理用第２集積部）が着脱自在となっているようなものが用いられてもよい。
このような変形例に係る紙幣釣銭機の構成を図８に示す。図８に示す紙幣釣銭機１０ｄを
説明するにあたり、図１Ｂに示す紙幣釣銭機１０と同一の構成部材については同一の参照
符号を付してその説明を省略する。
【００７８】
　図８に示す紙幣釣銭機１０ｄでは、精査処理用の集積部２９が紙幣釣銭機１０ｄの本体
部１４における紙幣払出部２２に着脱自在となっており、このような精査処理用の集積部
２９には収納繰出機構４０が設けられている。また、精査処理用の集積部２９には、当該
集積部２９内の紙幣の有無を検知するセンサ（図示せず）が設けられており、このセンサ
によって精査処理用の集積部２９内に紙幣が存在するか否かが検知されるようになってい
る。なお、精査処理用の集積部２９に設けられる収納繰出機構４０において、駆動ローラ
４７の設置が省略されてもよい。このような紙幣釣銭機１０ｄにおいて紙幣の入金処理や
出金処理が行われるときには、紙幣払出部２２から精査処理用の集積部２９が取り外され
、紙幣払出部２２から紙幣取出口２２ａに送られた紙幣を操作者は当該紙幣取出口２２ａ
から抜き取ることができるようになる。
【００７９】
　一方、紙幣釣銭機１０ｄにおいて紙幣の精査処理が行われるときには紙幣払出部２２に
精査処理用の集積部２９が取り付けられ、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部
３０ａに繰り出された紙幣は識別部３２により識別された後、紙幣払出部２２を通って精
査処理用の集積部２９に送られるようになる。そして、各紙幣収納部３４、３６、３８か
ら精査処理用の集積部２９に紙幣が全て送られると、当該集積部２９に集積された紙幣が
収納繰出機構４０の搬送ベルト４２により１枚ずつ紙幣払出部２２に繰り出され、この紙
幣払出部２２を通った紙幣が接続搬送部３０ｂから周回搬送部３０ａに送られる。そして
、周回搬送部３０ａに送られた紙幣は識別部３２により識別および計数が行われることな
く各紙幣収納部３４、３６、３８に戻される。このようにして、全ての紙幣収納部３４、
３６、３８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識別部３２により紙幣の
識別および計数が行われると、紙幣釣銭機１０ｄにおける精査処理が完了する。紙幣釣銭
機１０ｄにおいて紙幣の精査処理が完了すると、当該紙幣釣銭機１０ｄにおける紙幣の精
査処理の結果に係る情報が紙幣釣銭機１０ｄの紙幣釣銭機制御部６０からＰＯＳレジスタ
７２のＰＯＳ制御部７３に送られる。このことにより、紙幣釣銭機１０ｄにおける紙幣の
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精査処理の結果に係る情報がＰＯＳレジスタ７２の表示部７６で表示されたり印字部７５
によりレシート等に印字されたりするようになる。
【００８０】
　なお、上記の説明では、各紙幣収納部３４、３６、３８から精査処理用の集積部２９に
紙幣が送られる際に識別部３２により識別および計数が行われるような態様について述べ
たが、このような態様に限定されることはない。他の態様として、精査処理用の集積部２
９から各紙幣収納部３４、３６、３８に紙幣が戻される際に識別部３２により識別および
計数が行われるようになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部３４、３６、３８から
精査処理用の集積部２９に紙幣が送られるときおよび精査処理用の集積部２９から各紙幣
収納部３４、３６、３８に紙幣が戻されるときの両方において識別部３２により識別およ
び計数が行われるようになっていてもよい。
【００８１】
　また、図８に示す紙幣釣銭機１０ｄでは、紙幣払出部２２に精査処理用の集積部２９が
取り付けられたときに、本体部１４から収納繰出機構４０の搬送ベルト４２や紙幣押さえ
部材４６に動力が伝達されることによって搬送ベルト４２は精査処理用の集積部２９に収
納された紙幣を接続搬送部３０ｂに繰り出すようになっていてもよい。この場合には、精
査処理用の集積部２９に収納繰出機構４０の動力源を設ける必要がなくなるため、当該集
積部２９の小型化や軽量化を図ることができるようになる。なお、他の態様の集積部２９
として、当該集積部２９の内部に収納繰出機構４０の動力源が設けられたものが用いられ
てもよい。
【００８２】
　また、図８に示す紙幣釣銭機１０ｄでは、各紙幣収納部３４、３６、３８から紙幣払出
部２２を介して精査処理用の集積部２９に紙幣が送られた後、この集積部２９に集積され
た紙幣は紙幣受入部２０（または紙幣受入口２０ａ）に戻されるようになっていてもよい
。この場合には、集積部２９から紙幣受入部２０に戻された紙幣は、当該紙幣受入部２０
に設けられた繰出機構２１により接続搬送部３０ｂを介して周回搬送部３０ａに送られる
ようになる。このような構成の紙幣釣銭機１０ｄによれば、収納繰出機構４０のような紙
幣を１枚ずつ繰り出すことができる機構を精査処理用の集積部２９に設ける必要はなく、
代わりに、集積部２９に集積された紙幣を一括して紙幣受入部２０に送るような機構を当
該集積部２９に設けるだけでよい。
【００８３】
　以上のように、図８に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１０ｄによれば、精査処理を
行う際に、紙幣払出部２２に精査処理用の集積部２９を取り付けた後、各紙幣収納部３４
、３６、３８に収納されている紙幣を搬送部３０により紙幣払出部２２を介して精査処理
用の集積部２９に送った後にこの集積部２９に集積された紙幣を搬送部３０により各紙幣
収納部３４、３６、３８に戻し、この間に搬送部３０の周回搬送部３０ａにより搬送され
る紙幣を識別部３２により識別するようになっている。この場合には、精査処理を行う際
に紙幣収納部３４、３６、３８とは別に設けられた精査処理用の集積部２９を用いること
により紙幣収納部３４、３６、３８に収納された紙幣を他の紙幣収納部３４、３６、３８
に移す必要がないため、紙幣収納部３４、３６、３８に収納されている紙幣が多い場合で
も確実に精査処理を行うことができ、また複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止
することができる。また、複数の紙幣釣銭機１０ｄに対して１つの精査処理用の集積部２
９を用いることにより、準備すべき精査処理用の集積部２９の数を紙幣釣銭機１０ｄの数
よりも少なくすることができるようになる。
【００８４】
　なお、図８に示す紙幣釣銭機１０ｄでは、精査処理用の集積部２９が紙幣釣銭機１０ｄ
の本体部１４における紙幣払出部２２に着脱自在となっている例について説明したが、精
査処理用の集積部２９が紙幣釣銭機１０ｄの本体部１４における紙幣払出部２２以外の処
理部（例えば、紙幣受入部２０、出金リジェクト部２４、紙幣回収カセット２６等）に着
脱自在となっていてもよい。この場合には、紙幣釣銭機１０ｄにおいて紙幣の精査処理が
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行われるときに、紙幣受入部２０、出金リジェクト部２４または紙幣回収カセット２６に
精査処理用の集積部２９が取り付けられ、各紙幣収納部３４、３６、３８から周回搬送部
３０ａに繰り出された紙幣は識別部３２により識別された後、紙幣受入部２０、出金リジ
ェクト部２４または紙幣回収カセット２６を通って精査処理用の集積部２９に送られるよ
うになる。
【００８５】
　また、更に別の変形例に係る紙幣釣銭機として、図９に示すような構成のものが用いら
れてもよい。図９に示す紙幣釣銭機１１０は、略直方体形状の筐体１１４を備えており、
筐体１１４の前面（図９における左側の側面）には、筐体１１４の外部から内部に紙幣を
入金するための入金部１２０と、筐体１１４の内部から外部に紙幣を出金するための出金
部１２２と、筐体１１４の内部に収納されている紙幣を回収するための紙幣回収カセット
１２６がそれぞれ設けられている。また、これらの入金部１２０、出金部１２２および紙
幣回収カセット１２６には搬送部１３０が接続されており、当該搬送部１３０は筐体１１
４内で紙幣を１枚ずつ搬送するようになっている。また、搬送部１３０には、当該搬送部
１３０により搬送される紙幣の金種、真偽、正損等の識別を行う識別部１３２が設けられ
ている。また、筐体１１４の内部において、搬送部１３０には３つの紙幣収納部１３４、
１３６、１３８が接続されており、各紙幣収納部１３４、１３６、１３８は、識別部１３
２の識別結果に基づいて紙幣を金種別に収納するようになっている。また、筐体１１４の
内部において、搬送部１３０には出金リジェクト部１２４が接続されている。また、紙幣
釣銭機１１０には、当該紙幣釣銭機１１０の各構成部材の制御を行う制御部１６０が設け
られている。このような紙幣釣銭機１１０の各構成部材について以下に詳述する。
【００８６】
　入金部１２０には繰出機構（図示せず）が設けられており、当該入金部１２０に１枚あ
るいは複数枚の紙幣が投入されたことが検知されると繰出機構が駆動されることにより入
金部１２０に投入された紙幣が搬送部１３０に１枚ずつ繰り出されるようになっている。
また、入金部１２０には、当該入金部１２０の入金口を選択的に塞ぐシャッタ１２０ａが
設けられており、シャッタ１２０ａが開いたときにのみ操作者は入金部１２０に紙幣を投
入することができるようになっている。
【００８７】
　出金部１２２は、各紙幣収納部１３４、１３６、１３８から搬送部１３０を介して当該
出金部１２２に送られた紙幣を、出金口を介して筐体１１４の外部へ放出するようになっ
ている。また、出金部１２２には、当該出金部１２２の入金口を選択的に塞ぐシャッタ１
２２ａが設けられており、シャッタ１２２ａが開いたときにのみ操作者は出金部１２２か
ら紙幣を取り出すことができるようになっている。
【００８８】
　紙幣釣銭機１１０の筐体１１４の前面下部にはカセット収容部が設けられており、この
カセット収容部に紙幣回収カセット１２６が着脱可能に収容されるようになっている。紙
幣回収カセット１２６は筐体１１４の前面から手前側に引き出すことにより当該筐体１１
４の外部に取り出すことができるようになっている。
【００８９】
　上述したように、各紙幣収納部１３４、１３６、１３８は、識別部１３２の識別結果に
基づいて紙幣を金種別に収納するようになっている。具体的には、例えば紙幣収納部１３
４には千円札が収納され、紙幣収納部１３６には二千円札および五千円札が混合状態で収
納され、紙幣収納部１３８には一万円札が収納されるようになっている。また、各紙幣収
納部１３４、１３６、１３８にはそれぞれ繰出機構（図示せず）が設けられており、これ
らの紙幣収納部１３４、１３６、１３８に収納されている紙幣は各繰出機構により搬送部
１３０に１枚ずつ繰り出されるようになっている。
【００９０】
　出金リジェクト部１２４は、出金処理時において各紙幣収納部１３４、１３６、１３８
から繰り出された紙幣のうち、重送や斜行等の搬送異常により識別部１３２で識別するこ
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とができない紙幣を出金リジェクト紙幣として収納するようになっている。
【００９１】
　図９に示す紙幣釣銭機１１０では、出金リジェクト部１２４に収納繰出機構１４０が設
けられており、出金リジェクト部１２４に収納された紙幣を収納繰出機構１４０により当
該出金リジェクト部１２４から搬送部１３０に繰り出すことができるようになっている。
ここで、出金リジェクト部１２４に設けられた収納繰出機構１４０の構成は、上述した収
納繰出機構４０の構成と略同一となっているが、収納繰出機構１４０において、収納繰出
機構４０における各駆動ローラ４７の設置を省略することができる。また、出金リジェク
ト部１２４には、当該出金リジェクト部１２４内の紙幣の有無を検知するセンサ（図示せ
ず）が設けられており、このセンサによって出金リジェクト部１２４内に紙幣が存在する
か否かが検知されるようになっている。
【００９２】
　このような図９に示す紙幣釣銭機１１０では、紙幣の精査処理を行う際に出金リジェク
ト部１２４が用いられるようになっている。図９に示す紙幣釣銭機１１０において紙幣の
精査処理を行う際の動作について以下に説明する。
【００９３】
　紙幣釣銭機１１０に設けられた制御部１６０に精査処理開始の指令が送られると、出金
リジェクト部１２４内に出金リジェクト紙幣が存在するか否かがチェックされ、出金リジ
ェクト部１２４内に出金リジェクト紙幣が存在する場合は、当該紙幣は出金リジェクト部
１２４から繰り出されて識別部１３２により識別された後に対応する紙幣収納部１３４、
１３６、１３８に振り分けられるか、紙幣回収カセット１２６に送られて回収される。出
金リジェクト部１２４が空の場合、あるいは空になった場合は、複数の紙幣収納部１３４
、１３６、１３８のうちまず紙幣収納部１３４に収納されている紙幣が１枚ずつ搬送部１
３０に繰り出され、当該搬送部１３０により搬送される。この際に、識別部１３２により
紙幣の金種等の識別および計数が行われる。識別部１３２により正常な紙幣であると識別
された紙幣は出金リジェクト部１２４に送られ、当該出金リジェクト部１２４に集積され
る。一方、識別部１３２による識別結果により正常な紙幣ではないと判別された紙幣（例
えば、重送や斜行等の搬送異常の紙幣）は検査リジェクト紙幣として搬送部１３０により
出金リジェクト部１２４以外の箇所、具体的には例えば出金部１２２に搬送され、この出
金部１２２に集積される。出金部１２２に集積された検査リジェクト紙幣は、紙幣釣銭機
１１０における紙幣の精査処理が完了した後、当該出金部１２２に設けられたシャッタ１
２２ａが開くことにより、操作者は出金部１２２から検査リジェクト紙幣を抜き取ること
ができるようになる。
【００９４】
　そして、紙幣収納部１３４に収納されている紙幣が全て出金部１２２や出金リジェクト
部１２４に送られると、出金リジェクト部１２４に集積された紙幣が収納繰出機構１４０
により１枚ずつ搬送部１３０に繰り出され、当該搬送部１３０により搬送される。そして
、搬送部１３０により搬送される紙幣は識別部１３２により識別および計数が行われるこ
となく紙幣収納部１３４に戻される。全ての紙幣が紙幣収納部１３４に戻されると、当該
金種（千円）の紙幣の在高が確定する。紙幣収納部１３４に収納されている紙幣について
上述の動作が完了すると、紙幣収納部１３６、１３８に収納されている紙幣についても上
述の動作が紙幣収納部毎に行われる。このようにして、全ての紙幣収納部１３４、１３６
、１３８に収納されている紙幣について上述の動作が行われて識別部１３２により紙幣の
識別および計数が行われると、紙幣釣銭機１１０における精査処理が完了する。
【００９５】
　なお、上記の説明では、各紙幣収納部１３４、１３６、１３８から出金リジェクト部１
２４に紙幣が送られる際に識別部１３２により識別および計数が行われるような態様につ
いて述べたが、このような態様に限定されることはない。他の態様として、出金リジェク
ト部１２４から各紙幣収納部１３４、１３６、１３８に紙幣が戻される際に識別部１３２
により識別および計数が行われるようになっていてもよく、あるいは、各紙幣収納部１３
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４、１３６、１３８から出金リジェクト部１２４に紙幣が送られるときおよび出金リジェ
クト部１２４から各紙幣収納部１３４、１３６、１３８に紙幣が戻されるときの両方にお
いて識別部１３２により識別および計数が行われるようになっていてもよい。
【００９６】
　また、図９に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１１０では、出金リジェクト部１２４
に集積された紙幣を収納繰出機構１４０により搬送部１３０に繰り出すことができるよう
になっているため、出金リジェクト部１２４を、紙幣釣銭機１１０において紙幣の入金処
理を行う際に入金部１２０から搬送部１３０に繰り出された紙幣を各紙幣収納部１３４、
１３６、１３８に送る前に一時的に保留する入金一時保留部や、紙幣釣銭機１１０におい
て紙幣の出金処理を行う際に各紙幣収納部１３４、１３６、１３８から搬送部１３０に繰
り出された紙幣を出金部１２２に送る前に一時的に保留する出金一時保留部として使用す
ることができる。
【００９７】
　また、図９に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１１０では、出金処理を行う際に、出
金リジェクト紙幣が各紙幣収納部１３４、１３６、１３８から出金リジェクト部１２４に
送られた後、操作者によって出金部１２２から出金紙幣が取り出されると、当該出金リジ
ェクト部１２４から出金リジェクト紙幣を搬送部１３０に繰り出して識別部１３２により
識別し、正常な紙幣は各紙幣収納部１３４、１３６、１３８に戻すことができるようにな
る。この場合には、出金リジェクト紙幣を出金用の紙幣として再利用することができるよ
うになる。
【００９８】
　あるいは、紙幣釣銭機１１０において出金処理を行う際に、出金リジェクト紙幣が各紙
幣収納部１３４、１３６、１３８から出金リジェクト部１２４に送られた後、操作者によ
って出金部１２２から出金紙幣が取り出されると、出金リジェクト部１２４に集積された
出金リジェクト紙幣を出金部１２２に送るようにしてもよい。この場合には、操作者は出
金部１２２から出金リジェクト紙幣を取り出すことができるようになる。また、紙幣釣銭
機１１０において出金処理を行う際に、出金リジェクト紙幣が各紙幣収納部１３４、１３
６、１３８から出金リジェクト部１２４に送られた後、操作者によって出金部１２２から
出金紙幣が取り出されると、出金リジェクト部１２４に集積された出金リジェクト紙幣を
紙幣回収カセット１２６に送るようにしてもよい。この場合には、操作者は紙幣回収カセ
ット１２６を紙幣釣銭機１１０の筐体１１４から引き出すことにより出金リジェクト紙幣
を回収することができるようになる。
【００９９】
　以上のように、図９に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１１０によれば、精査処理を
行う際に、各紙幣収納部１３４、１３６、１３８に収納されている紙幣を搬送部１３０に
より出金リジェクト部１２４に送った後にこの出金リジェクト部１２４に集積された紙幣
を搬送部１３０により各紙幣収納部１３４、１３６、１３８に戻し、この間に搬送部１３
０により搬送される紙幣を識別部１３２により識別するようになっている。この場合には
、精査処理を行う際に紙幣収納部１３４、１３６、１３８とは別に設けられた出金リジェ
クト部１２４を用いることにより紙幣収納部１３４、１３６、１３８に収納された紙幣を
他の紙幣収納部１３４、１３６、１３８に移す必要がないため、紙幣収納部１３４、１３
６、１３８に収納されている紙幣が多い場合でも確実に精査処理を行うことができ、また
複数の金種の紙幣が混合してしまうことを防止することができる。
【０１００】
　また、図９に示すような変形例に係る紙幣釣銭機１１０において、出金リジェクト部１
２４に収納繰出機構１４０を設置する代わりに、出金部１２２に収納繰出機構１４０を設
置してもよい。この場合には、紙幣の精査処理を行う際に出金リジェクト部１２４ではな
く出金部１２２が用いられるようになる。具体的には、紙幣釣銭機１１０に設けられた制
御部１６０に精査処理開始の指令が送られると、複数の紙幣収納部１３４、１３６、１３
８のうちまず紙幣収納部１３４に収納されている紙幣が１枚ずつ搬送部１３０に繰り出さ
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れ、当該搬送部１３０により搬送される。この際に、識別部１３２により紙幣の金種等の
識別および計数が行われる。識別部１３２により正常な紙幣であると識別された紙幣は出
金部１２２に送られ、当該出金部１２２に集積される。一方、識別部１３２による識別結
果により正常な紙幣ではないと判別された紙幣（例えば、重送や斜行等の搬送異常の紙幣
）は検査リジェクト紙幣として搬送部１３０により出金リジェクト部１２４に搬送され、
この出金リジェクト部１２４に集積される。出金リジェクト部１２４に集積された検査リ
ジェクト紙幣は、紙幣釣銭機１１０における紙幣の精査処理が完了した後、操作者が筐体
１０４の扉（図示せず）を開いて当該筐体１０４の内部にアクセスすることにより出金リ
ジェクト部１２４から検査リジェクト紙幣を抜き取ることができるようになる。そして、
紙幣収納部１３４に収納されている紙幣が全て出金部１２２や出金リジェクト部１２４に
送られると、出金部１２２に集積された紙幣が収納繰出機構１４０により１枚ずつ搬送部
１３０に繰り出され、当該搬送部１３０により搬送される。そして、搬送部１３０により
搬送される紙幣は識別部１３２により識別および計数が行われることなく紙幣収納部１３
４に戻される。全ての紙幣が紙幣収納部１３４に戻されると、当該金種（千円）の紙幣の
在高が確定する。紙幣収納部１３４に収納されている紙幣について上述の動作が完了する
と、紙幣収納部１３６、１３８に収納されている紙幣についても上述の動作が紙幣収納部
毎に行われる。このようにして、全ての紙幣収納部１３４、１３６、１３８に収納されて
いる紙幣について上述の動作が行われて識別部１３２により紙幣の識別および計数が行わ
れると、紙幣釣銭機１１０における精査処理が完了する。
【０１０１】
　また、図１乃至図９に示すような各紙幣釣銭機以外の構成の紙幣釣銭機として、紙幣の
入金処理を行う際に筐体の内部に投入された紙幣を紙幣収納部に送る前に一時的に保留す
る入金一時保留部や、紙幣の出金処理を行う際に紙幣収納部から搬送部に繰り出された紙
幣を出金部に送る前に一時的に保留する出金一時保留部が、入金部や出金部とは別に設け
られたものが用いられてもよい。この場合には、紙幣の精査処理を行う際に、紙幣収納部
から搬送部に繰り出された紙幣が入金一時保留部や出金一時保留部に送られた後、これら
の入金一時保留部や出金一時保留部から紙幣が元の紙幣収納部に戻されるようになってい
てもよい。また、これらの入金一時保留部や出金一時保留部と、精査処理用の集積部（精
査処理用第１集積部）とが交換可能となっていてもよい。また、これらの入金一時保留部
や出金一時保留部に、精査処理用の集積部（精査処理用第２集積部）が取付可能となって
いてもよい。
【０１０２】
　また、図１乃至図９に示すような各紙幣釣銭機以外の構成の紙幣釣銭機として、紙幣の
入金処理を行う際に識別部により正常な紙幣ではないと識別された入金リジェクト紙幣が
集積される入金リジェクト部が入金部や出金部とは別に設けられたものが用いられてもよ
い。この場合には、紙幣の精査処理を行う際に、紙幣収納部から搬送部に繰り出された紙
幣が入金リジェクト部に送られた後、この入金リジェクト部から紙幣が元の紙幣収納部に
戻されるようになっていてもよい。また、この入金リジェクト部と、精査処理用の集積部
（精査処理用第１集積部）とが交換可能となっていてもよい。また、この入金リジェクト
部に、精査処理用の集積部（精査処理用第２集積部）が取付可能となっていてもよい。
【符号の説明】
【０１０３】
１０、１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄ　紙幣釣銭機
１２　　　ケーシング
１４　　　本体部
１６　　　引き出しレール
２０　　　紙幣受入部
２０ａ　　紙幣受入口
２１　　　繰出機構
２２　　　紙幣払出部
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２２ａ　　紙幣取出口
２４　　　出金リジェクト部
２６　　　紙幣回収カセット
２７　　　集積部（精査処理用第１集積部）
２８　　　精査処理専用の集積部
２９　　　集積部（精査処理用第２集積部）
３０　　　搬送部
３０ａ　　周回搬送部
３０ｂ　　接続搬送部
３２　　　識別部
３４、３６、３８　紙幣収納部
３５、３７、３９　　　繰出機構
４０　　　収納繰出機構
４２　　　搬送ベルト
４４　　　ピンチローラ
４５　　　分離ローラ
４６　　　紙幣押さえ部材
４７　　　駆動ローラ
４８　　　ステージ
４９　　　昇降機構
６０　　　紙幣釣銭機制御部
６１　　　インターフェース
７０　　　硬貨釣銭機
７０ａ　　硬貨釣銭機制御部
７１　　　インターフェース
７２　　　ＰＯＳレジスタ
７３　　　ＰＯＳ制御部
７４　　　カードリーダ
７５　　　印字部
７６　　　表示部
７７　　　操作部
７８　　　記憶部
７９　　　インターフェース
８０　　　棒金収納装置
１１０　　紙幣釣銭機
１１４　　筐体
１２０　　入金部
１２０ａ　シャッタ
１２２　　出金部
１２２ａ　シャッタ
１２４　　出金リジェクト部
１２６　　紙幣回収カセット
１３０　　搬送部
１３２　　識別部
１３４、１３６、１３８　紙幣収納部
１４０　　収納繰出機構
１６０　　制御部
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